


















要約 100 床以上の病院で小児科を併設する 2,339 施設に 1985 年 1 月～1986 年 12 月の 2

年間に受診した川崎病初診患者を対象に全国疫学調査を実施した結果,以下の成績を得た。 

1 1,516 施設(64.8%)より回答が得られ,報告患者数は 20,458 人（1985 年 7,611 人,1986

年 12,847 人)であった。 

2 1985 年 12 月～1986 年 5 月にかけて大規模な流行がみられた。流行は関東地方からはじ

まり周辺に広がった。 

3 年齢別罹患率は0歳後半から1歳にかけて1峰性のピークを有し,男女比は1.4である。 

4 r-グロブリンの治療を受けたものの割合が年次とともに増加し,1986 年には 38.6%にな

っている。 

5 2 年平均の同胞例ありの割合は 1.8%，再発例 3.7%,死亡例 0.14%,心後遺症例工16.8%で

あった。 


